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<

は
じ
め
に
、
貨
物
列
車
と
は>

 

 

読
者
の
中
で
、「
貨
物
列
車
」
を
実
際
目
に
し
た
こ
と

が
あ
る
人
は
一
体
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

我
々
が
日
常
利
用
す
る
旅
客
列
車
に
比
べ
運
転
さ
れ
る

ル
ー
ト
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
見
た

こ
と
が
な
い
人
も
多
い
か
も
知
れ
な
い
。 

 

か
つ
て
道
路
網
が
未
整
備
だ
っ
た
時
代
に
は
、
全
国

各
地
の
国
鉄
の
駅
で
は
貨
物
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
い

た
。
筆
者
が
通
学
で
利
用
す
る
阪
和
線
に
お
い
て
も
、

み
か
ん
な
ど
農
作
物
が
全
国
各
地
へ
輸
送
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
時
代
を
経
て
高
速
道
路
網
が
発
達
し
た
結
果
、

こ
れ
ら
の
農
産
物
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
な
り
、
阪
和
線

で
の
主
な
貨
物
取
り
扱
い
は
昭
和
六
一
年
に
廃
止
と
な

っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
道
路
網
が
発
達
し
た
現
在
に
お
い
て
も
な

お
、
農
産
物
や
食
料
加
工
品
、
宅
配
便
と
い
っ
た
我
々

に
身
近
な
荷
物
が
鉄
道
で
輸
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は

相
違
な
い
。
ま
た
そ
の
役
割
は
、
環
境
問
題
へ
の
取
り

組
み
が
急
務
な
近
年
に

お
い
て
再
び
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。 

こ
の
稿
で
は
、
鉄
道

貨
物
輸
送
に
お
け
る
現

状
と
問
題
点
を
挙
げ
、

そ
れ
に
対
応
す
る
政
策

を
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。 

 

貨
物
列
車
の
形
態
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。
一

つ
は
、
様
々
な
種
類
の
荷
物
を
コ
ン
テ
ナ
と
呼
ば
れ
る

箱
に
詰
め
て
輸
送
す
る
「
コ
ン
テ
ナ
輸
送
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
、
石
油
・
石
灰
石
等
の
荷
物
を
種
類
に
応

じ
た
構
造
の
専
用
貨
車
で
輸
送
す
る
「
車
扱
輸
送
」
で

あ
る
。
か
つ
て
の
鉄
道
貨
物
輸
送
は
車
扱
が
主
流
で
あ

っ
た
が
、
現
在
の
主
体
は
コ
ン
テ
ナ
輸
送
で
あ
る
。 

 <

鉄
道
貨
物
輸
送
の
実
態> 

 

で
は
、
現
在
の
物
流
に
お
い
て
鉄
道
貨
物
輸
送
の
占

め
る
ウ
エ
イ
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

国
内
貨
物
輸
送
に
お
け
る
各
輸
送
手
段
に
お
け
る
鉄

道
貨
物
輸
送
の
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、
平
成
一
九
年
度
の

実
績
で
は
、
輸
送
量
ト
ン
ベ
ー
ス
で
約
一
％
、
輸
送
量

に
距
離
を
乗
じ
た
ト
ン
キ
ロ
ベ
ー
ス
で
も
四
％
程
度
と

な
っ
て
い
る
１

。
こ
の
数
値
だ
け
で
判
断
す
れ
ば
、
鉄

道
貨
物
輸
送
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
輸
送

手
段
へ
移
行
す
る
こ
と
で
鉄
道
貨
物
輸
送
を
廃
止
す
る

こ
と
も
、
現
実
的
に
可
能
と
思
え
る
か
も
知
れ
な
い
。 

 

し
か
し
、
輸
送
距
離
別
に
見
て
み
る
と
、
特
に
長
距

離
に
お
け
る
陸
上
貨
物
輸
送
で
鉄
道
輸
送
の
シ
ェ
ア
は

増
加
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
廃
止
論
」
が
決
し

て
正
し
く
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
図
１
は
平
成
一
九
年

度
の
陸
上
貨
物
輸
送
機
関
に
お
け
る
距
離
別
の
分
担
率

図１　陸上輸送機関における距離別分担率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１００ｋｍ未満

１００ｋｍ以上　　
　　～３００ｋｍ未満

３００ｋｍ以上
　　～５００ｋｍ未満

５００ｋｍ以上
　　～７５０ｋｍ未満

７５０ｋｍ以上
　　～１０００ｋｍ未満

１０００ｋｍ以上

鉄道 自動車
※分担率はトンベースにて算出 

出典：国土交通省 平成２０年度 交通関係統計資料 
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で
あ
る
が
、
七
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
～
一
、
〇
〇
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
は
約
一
三
％
、
一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
で
は
約
二
五
％
の
シ
ェ
ア
（
い
ず
れ
も
ト
ン

ベ
ー
ス
）
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
長
距
離

輸
送
で
は
依
然
と
し
て
鉄
道
貨
物
輸
送
は
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

鉄
道
貨
物
輸
送
で
は
、
ど
う
い
っ
た
品
目
が
主
に
輸

送
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
よ
る
と
、

コ
ン
テ
ナ
輸
送
で
は
紙
類
や
食
料
加
工
品
・
農
産
物
等

が
多
く
、
車
扱
で
は
七
五
％
が
石
油
と
の
こ
と
で
あ
り

２

、
日
常
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
資
が
鉄
道
で
運
ば

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 <

環
境
問
題
と
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト>

 

 

と
こ
ろ
で
、
鉄
道
が
陸
上
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
が
良
く
、
環
境
負
荷
が
低
い
交
通
手
段
で
あ
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
こ
と
は
貨
物
輸
送

に
お
い
て
も
い
え
る
。 

 

図
２
は
各
輸
送
手
段
別
の
原
単
位
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
比
較
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
鉄
道
は
営
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
約
五
分
の
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で

あ
る
。
ま
た
は
、
各
輸
送
手
段
別
の
原
単
位
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
比
較
す
る
と
、
鉄
道
は
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
対

し
約
八
分
の
一
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
な
っ
て
い
る
３

。 

 

こ
れ
ら
か
ら
、
鉄
道
貨
物
輸
送
は
長
距
離
輸
送
で
優

位
で
あ
り
、
ま
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
負
荷
の
低
い

輸
送
手
段
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
球
温
暖
化
へ
の

対
策
が
不
可
欠
な
今
日
、
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境

負
荷
の
少
な
い
物
流
体
系
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
鉄
道
貨
物
輸
送
に
お
け
る
優
位
性
を

活
用
し
、
こ
れ
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
に
依
存
し
て
き
た
物
流

を
よ
り
環
境
負
荷
の
低
い
手
段
に
移
し
て
い
く
施
策
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
施
策
は
「
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。 

 

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
が
明
確
に
国
の
政
策
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
た
の
は
、
平
成
一
三
年
七
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
新
総
合
物
流
施
策
大
綱
」
に
お
い
て
で
あ
り
、

こ
こ
で
、
平
成
二
二
年
度
ま
で
に
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
化

率
（
長
距
離
雑
貨
輸
送
に
お
け
る
鉄
道
・
内
航
海
運
分

担
率
）
を
五
〇
％
を
超
え
る
水
準
と
す
る
と
い
う
目
標

が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 <

日
本
の
鉄
道
貨
物
輸
送
に
お
け
る
問
題
点> 

 

こ
の
よ
う
に
、
環
境
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
今
後

よ
り
一
層
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
担
い
手
の
一
つ
で
あ
る
鉄
道
貨
物
輸
送
の

よ
り
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
一
方
で
は
、
現
在
の
鉄
道
貨
物
輸
送
を
拡
充
す
る

上
で
の
問
題
点
が
存
在
し
て
い
る
。 

 

ま
ず
物
理
的
な
問
題
点
と
し
て
、
線
路
の
幅
が
狭
軌

（
約
一
メ
ー
ト
ル
）
と
、
諸
外
国
の
約
一
．
四
メ
ー
ト

ル
４

よ
り
狭
い
規
格
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
地
形
が
入

り
組
ん
で
お
り
曲
線
や
勾
配
が
多
い
こ
と
か
ら
、
最
高

速
度
や
積
載
可
能
重
量
・
容
積
等
の
制
限
と
い
っ
た
制

約
が
多
く
存
在
し
、
他
の
輸
送
手
段
に
比
べ
て
競
争
力

が
劣
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

 

次
に
、
制
度
的
な
問
題
と
し
て
は
、
貨
物
鉄
道
が
旅

客
鉄
道
の
路
線
を
借
用
し
て
利
用
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
営
業
距
離
八
、
三
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
平

成
一
八
年
度
末
現
在
）
の
う
ち
、
自
社
が
所
有
す
る
路

線
延
長
は
わ
ず
か
約
〇
．
六
％
の
四
九
．
三
キ
ロ
メ
ー

図２　各輸送手段別の原単位消費エネルギー量の比較

422.6
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出典：国土交通省 平成２０年度 交通関係統計資料 
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ト
ル
で
あ
る
。
残
り
の
約
九
九
．
四
％
は
自
社
で
路
線

を
所
有
せ
ず
、
Ｊ
Ｒ
旅
客
各
社
を
は
じ
め
と
す
る
他
の

鉄
道
会
社
が
所
有
す
る
路
線
を
利
用
し
て
貨
物
輸
送
を

行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

 

特
に
、
貨
物
需
要
の
旺
盛
な
路
線
は
、
同
時
に
旅
客

列
車
の
需
要
も
高
い
人
口
集
中
地
域
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
旺
盛
な
需
要
に
対
応
す
る
貨
物
・
旅
客
両
列
車
と

の
運
転
ダ
イ
ヤ
の
調
整
は
難
し
い
も
の
と
な
る
。
特
に

旅
客
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
時
間
帯
に
お
い
て
弾
力
的

な
ダ
イ
ヤ
設
定
が
難
し
い
点
が
、
貨
物
需
要
に
対
応
で

き
ず
、
鉄
道
へ
の
移
行
が
進
ま
な
い
理
由
の
一
つ
で
も

あ
る
。 

 

ま
た
、
鉄
道
貨
物
輸
送
に
適
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

遅
れ
て
い
る
問
題
点
も
あ
る
。
鉄
道
貨
物
輸
送
の
特
性

を
生
か
す
た
め
に
は
、
長
編
成
の
列
車
を
高
馬
力
の
機

関
車
で
牽
引
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
れ
に
よ
り
先

述
し
た
ダ
イ
ヤ
の
調
整
に
余
裕
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
待
避
線
の
延
長
や
電

力
施
設
の
増
強
等
の
施
設
整
備
に
対
す
る
莫
大
な
投
資

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
状
況
は
脆

弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
社
単
独
で
負
担
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
ま
た
線
路
を
所
有
す
る
旅
客
鉄
道
会
社
に
は
、

自
社
の
利
益
に
直
接
関
係
し
な
い
、
貨
物
関
連
の
大
規

模
な
投
資
を
行
う
だ
け
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
存
在
し

な
い
。 

 

こ
の
状
況
で
は
、
主
体
的
に
鉄
道
貨
物
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
行
う
担
い
手
が
存
在
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
が
、
先
に
掲
げ
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
推
進
す
る

こ
と
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
、
効
率
的
な
物
流
形
態
の

構
築
と
い
っ
た
公
共
政
策
の
側
面
で
必
要
な
施
策
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
民
間
企

業
の
収
益
活
動
と
し
て
で
は
な
く
、
公
共
投
資
と
し
て

整
備
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
。 

 <

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進
に
お
け
る
政
策
実
施
例> 

 

こ
の
よ
う
に
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は
、
環
境
負
荷
の

少
な
い
物
流
体
系
の
構
築
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
政
策
で
あ
る
の
だ
が
、

既
に
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に

関
す
る
政
策
や
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。 

 
国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
一
四
年
度
よ
り
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
推
進
の
施
策
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
一
七
年

度
以
降
は
、
国
土
交
通
省
に
加
え
て
経
済
産
業
省
、
国

内
の
物
流
関
係
企
業
が
中
心
と
な
り
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
も
含
め
た
環
境
に
優
し
い
物
流
体
系
を
構
築
す
る

「
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
」
が
設
立

さ
れ
、
同
会
議
が
中
心
と
な
っ
て
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

そ
の
中
で
中
心
的
な
事
業
が
「
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
荷
主

と
物
流
事
業
者
が
協
同
で
実
施
す
る
物
流
の
改
善
方
策

を
通
じ
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
効
果
が
明
確
に
見
込

ま
れ
る
計
画
の
実
施
に
必
要
な
機
器
・
設
備
の
導
入
に

対
し
て
補
助
を
行
う
事
業
で
あ
り
、
平
成
一
七
年
度
か

ら
平
成
二
〇
年
度
ま
で
に
計
二
二
四
件
の
提
案
が
採
択

さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
「
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
」

に
分
類
さ
れ
る
提
案
は
、
最
多
の
五
六
件
と
な
っ
て
い

る
。 

 

当
初
に
比
べ
て
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
政
策
は
徐
々
に

で
は
あ
る
が
浸
透
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
行
政
・

荷
主
・
事
業
者
の
意
識
も
、
政
策
実
施
当
初
に
比
べ
れ

ば
高
ま
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ト
ラ
ッ
ク
中
心

の
物
流
体
系
を
再
構
築
す
る
と
い
う
大
き
な
流
れ
ま
で

に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

一
方
、
鉄
道
の
貨
物
イ
ン
フ
ラ
問
題
の
解
決
に
つ
い

て
は
、
そ
の
投
資
額
の
大
き
さ
ゆ
え
に
公
的
補
助
の
望

ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
庫
補
助
事
業
に
よ
る

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
国
庫
補
助
事
業

の
具
体
例
と
し
て
、「
幹
線
鉄
道
活
性
化
事
業
」
を
紹
介

し
た
い
。 

 

「
幹
線
鉄
道
活
性
化
事
業
」
と
は
、
国
土
交
通
省
が

実
施
す
る
補
助
事
業
で
、
旅
客
専
用
線
の
貨
物
列
車
走

行
対
応
化
や
貨
物
列
車
の
輸
送
力
増
強
な
ど
、
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
の
促
進
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て
事
業
費
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
補
助
事
業
を
利

用
し
山
陽
本
線
の
電
力
設
備
増
強
・
待
避
線
の
延
長
等

の
輸
送
力
増
強
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

東
京
～
北
九
州
間
で
一
、
三
〇
〇
ト
ン
（
コ
ン
テ
ナ
列
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車
二
六
両
相
当
）
の
貨
物
列
車
の
運
行
が
可
能
（
一
列

車
あ
た
り
輸
送
力
は
最
大
三
〇
％
増
加
）
と
な
っ
た
。

こ
の
山
陽
本
線
輸
送
力
増
強
工
事
に
要
し
た
総
費
用
は

約
三
六
億
円
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、

特
に
需
要
の
大
き
い
東
海
道
・
山
陽
ル
ー
ト
で
の
イ
ン

フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
輸
送
量
の
増
加
が
実
現
し
た
こ
と

は
、
今
後
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進
に
大
い
に
貢
献
で

き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 <

地
方
自
治
体
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
政
策
例>

 

 

と
こ
ろ
で
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は
、
そ
の
範
囲
が
広

域
に
渡
る
こ
と
か
ら
、
主
と
し
て
国
が
主
体
と
な
り
実

施
し
て
き
た
が
、
次
に
紹
介
す
る
宮
崎
県
の
例
は
、
地

方
自
治
体
が
国
庫
補
助
等
を
利
用
し
な
い
、
宮
崎
県
の

単
独
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
例
で
あ
る
。 

 

宮
崎
県
の
農
産
物
は
、
マ
ン
ゴ
ー
や
、
高
い
シ
ェ
ア

を
誇
る
キ
ュ
ウ
リ
・
ピ
ー
マ
ン
等
が
代
表
的
な
商
品
と

い
え
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
を
送
り
出
す
物
流

網
が
、
船
舶
は
首
都
圏
へ
は
週
二
便
・
関
西
圏
へ
は
日

一
便
の
運
行
で
あ
り
輸
送
力
が
十
分
で
な
く
、
ま
た
高

速
道
路
は
宮
崎
県
内
か
ら
遠
回
り
の
ル
ー
ト
が
主
体
５

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
で
述
べ
た
環
境
問
題
の
対
応
に

加
え
て
、
宮
崎
県
の
置
か
れ
て
い
る
地
理
的
条
件
が
、

鉄
道
貨
物
輸
送
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
促
し
た
面
も

あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
れ
ら
の
農
産
物
を
消
費
地
へ
送
り
出
す
宮
崎
県
は
、

平
成
二
一
年
度
新
規
事
業
と
し
て
「
み
や
ざ
き
農
産
物

鉄
道
輸
送
拡
大
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

事
業
は
、
県
内
か
ら
の
農
産
物
輸
送
を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

鉄
道
輸
送
へ
移
行
し
た
も
の
に
つ
い
て
補
助
金
を
支
出

す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
宮
崎
県
の
事
例
は
、
地
方
自
治
体
独
自
の
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
と
、
特
に
農
産
物
に
特
化
し
た
補
助

制
度
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し

て
は
、
首
都
圏
・
近
畿
圏
と
い
っ
た
消
費
地
側
で
の
設

備
の
充
実
や
流
通
網
の
整
備
と
い
っ
た
対
応
、
県
や
農

協
等
各
種
農
業
関
係
団
体
の
継
続
的
な
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
へ
の
枠
組
み
作
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

宮
崎
県
の
事
例
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
し
て
、

今
後
他
の
自
治
体
で
も
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

                                         

          

 

１ 

国
土
交
通
省
「
交
通
関
係
統
計
資
料
集
」（
平
成
二
〇
年
度
） 

２ 

平
成
二
〇
年
度
実
績
。 

出
典
：
Ｊ
Ｒ
貨
物
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
資
料

h
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/
/
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w
w
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j
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t
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国
土
交
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ホ
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ペ
ー
ジ
内
資
料

h
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p
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/
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w
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
p
/
t
e
t
u
d
o
/
k
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u
/
0
8
_
0
4
_
0
8

.
h
t
m
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４ 

日
本
国
内
の
Ｊ
Ｒ
線
（
新
幹
線
区
間
を
除
く
）
の
軌
間
（
レ

ー
ル
の
幅
）
は
一
、
〇
六
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
大
部
分
の
国
で
は
一
、
四
三

五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

５ 

九
州
東
部
を
縦
貫
す
る
「
東
九
州
自
動
車
道
」
は
部
分
開
通

の
状
態
で
、
未
開
通
区
間
は
一
般
道
を
利
用
す
る
必
要
が
あ

                                        

                                      

 

る
。
い
っ
ぽ
う
全
線
開
通
し
て
い
る
宮
崎
自
動
車
道
・
九
州

自
動
車
道
を
利
用
す
る
場
合
は
、
熊
本
県
・
福
岡
県
を
経
由

す
る
大
幅
な
迂
回
ル
ー
ト
と
な
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 
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